
三菱電機
　
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
小
型
・
高

性
能
化
に
伴
い
、
金
型
や
部
品

加
工
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
超
微

細
化
・
高
精
度
化
な
ど
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
三
菱
電
機
の
ワ
イ
ヤ
放
電
加

工
機
Ｎ
Ａ
シ
リ
ー
ズ
は
最
新
の

電
源
制
御
技
術
と
加
工
技
術
を

融
合
さ
せ
た
こ
と
で
、
ワ
イ
ヤ

消
費
量
を
同
社
従
来
比
で
最
大

％
、
消
費
電
力
も
最
大

％

低
減
で
き
る
の
が
特
徴
。
ま
た
、
加
工
時

間
や
加
工
精
度
な
ど
の
性
能
面
だ
け
で
な

く
、
顧
客
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
削
減
を

は
じ
め
、
無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削

減
に
も
貢
献
す
る
。

　
同
シ
リ
ー
ズ
に
は
放
電
加
工
電
源
の
制

御
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
「
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ

ｌ

電
源
」
と
光
フ
ァ
イ
バ
ー
通
信
で
高

速
に
制
御
す
る
「
オ
プ
ト
ド
ラ
イ
ブ
シ
ス

テ
ム
」
を
搭
載
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
真

円
度
０
・
８

、
真
直
精
度
１

、

コ
ー
ナ
ー
精
度

１

に
向
上
す

る
。

有
力
各
社
の
技
術
・
製
品
（
順
不
同
）

ＹＫＴ
　
Ｙ
Ｋ
Ｔ
の
精
密
電
解
加
工
機

「
ペ
ム
セ
ン
タ
」
は
放
電
加
工

で
３
個
の
電
極
を
利
用
し
、

時
間
か
け
て
加
工
し
た
ワ
ー
ク

を
一
つ
の
電
極
で
、
わ
ず
か

分
で
加
工
し
た
。
放
電
加
工
は

粗
、
中
、
仕
上
げ
各
工
程
に
電

極
を
必
要
と
し
、
電
極
摩
耗
を

前
提
条
件
と
す
る
。
そ
し
て
加

工
時
間
は
ワ
ー
ク
硬
度
や
加
工

表
面
積
に
大
き
く
依
存
す
る
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
は
発
熱
に
よ
り
溶
解
加
工

さ
れ
る
た
め
、
加
工
面
に
変
質
層
が
生
ま

れ
る
。

　
同
加
工
機
の
場
合
、
加
工
面
は
非
接

触
、
低
温
加
工
で
あ
る
た
め
、
変
質
層
が

発
生
し
な
い
。
加
工
時
間
に
つ
い
て
も
ワ

ー
ク
の
硬
度
、
切
削
性
の
影
響
を
受
け

ず
、
加
工
深
さ
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ

る
。
複
数
個
を
同
時
加
工
す
る
と
、
１
個

当
た
り
の
加
工
時
間
は
割
り
算
で
短
縮
さ

れ
る
。

　
さ
ら
に
、
電
極
摩
耗
が
な
い
た
め
、
一

つ
の
電
極
で

万
個
連
続
加
工
し
た
実
績

も
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

日本メカケミカル
　
日
本
メ
カ
ケ
ミ
カ
ル
は
、
ワ

イ
ヤ
カ
ッ
ト
放
電
加
工
用
の
防

錆
添
加
剤
と
し
て
、
低
粘
度
タ

イ
プ
の
「
メ
カ
プ
ル
ー
フ
Ｗ
―

２
Ｋ
」
を
販
売
し
、
多
数
の
金

型
メ
ー
カ
ー
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。

　
「
メ
カ
プ
ル
ー
フ
Ｗ
―
２

Ｋ
」
の
特
徴
は

加
工
対
象
物

ワ
ー
ク
に
対
し
、
さ
び
・
電

食
を
防
止

従
来
の
防
錆
添
加

剤
と
比
べ
て
極
め
て
低
粘
度
で
べ
と
つ
き

も
な
く
、
添
加
量
も
約
０
・
３
％
と
微
量

で
優
れ
た
防
錆
効
果
を
発
揮

特
殊
な
防

錆
被
膜
に
よ
り
超
硬
合
金
の
コ
バ
ル
ト
流

出
を
防
止
す
る
効
果

加
工
機
内
部
へ
の

ス
ラ
ッ
ジ
・
緑
青
・
水
あ
か
の
付
着
防
止

効
果
―
な
ど
が
あ
る
。

　
多
く
の
ワ
イ
ヤ
カ
ッ
ト
放
電
加
工
機
ユ

ー
ザ
ー
の
加
工
ワ
ー
ク
と
機
械
の
保
護
に

役
立
っ
て
い
る
。 先

端
的
な
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え
る
放
電
加
工
機

　
放
電
加
工
は
ワ
ー
ク

加
工
対
象
物

と
工
具

電
極
の
間
に
高
い
電
圧
を
か
け
て
放
電
し
、
そ
の

表
面
を
瞬
間
的
に
溶
か
し
て
ワ
ー
ク
形
状
を
除
去

し
て
い
く
加
工
方
法
。
精
密
に
放
電
を
制
御
す
る

こ
と
で
精
度
よ
く
加
工
で
き
る
の
が
特
徴
だ
。
形

状
や
素
材
に
関
係
な
く
加
工
で
き
る
た
め
、
高
硬

度
の
金
属
や
極
細
の
深
い
穴
と
い
っ
た
切
削
加
工

で
難
し
い
ワ
ー
ク
へ
の
加
工
を
強
み
と
し
て
い

る
。

　
放
電
加
工
機
に
は
大
き
く
２
種
類
の
タ
イ
プ
が

あ
る
。
表
面
に
形
状
を
あ
し
ら
っ
た
電
極
を
使
用

し
て
ワ
ー
ク
に
転
写
す
る
形
彫
り
放
電
加
工
機
、

細
い
ワ
イ
ヤ
電
極
を
使
用
し
て
ワ
ー
ク
を
切
断
す

る
ワ
イ
ヤ
放
電
加
工
機
だ
。
ま
た
、
棒
状
電
極
を

使
用
し
て
細
穴
を
加
工
す
る
細
穴
放
電
加
工
機
も

あ
り
、
プ
リ
ン
タ
ー
の
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
部
分
や

ノ
ズ
ル
部
分
の
加
工
な
ど
で
需
要
が
拡
大
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
多
く
の
加
工
機
と
同
様
に
自
動
化
も
進

ん
で
い
る
。
複
雑
形
状
加
工
は
加
工
時
間
も
か
か

る
が
、
自
動
化
に
よ
り

時
間
運
転
が
可
能
で
、

作
業
効
率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
近
で
は

使
用
済
み
の
ワ
イ
ヤ
や
加
工
液
な
ど
を
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　
切
削
加
工
も
技
術
的
な
発
展
と
と
も
に
高
硬
度

材
や
複
雑
形
状
加
工
へ
の
対
応
を
進
め
て
い
る
。

だ
が
依
然
と
し
て
切
削
加
工
で
で
き
な
い
加
工
ニ

ー
ズ
は
存
在
し
、
優
位
性
を
確
保
し
て
い
る
。
自

動
車
や
航
空
・
宇
宙
分
野
、
医
療
、
新
素
材
な
ど

フ
ィ
ー
ル
ド
は
多
岐
に
わ
た
る
。
放
電
加
工
機
が

先
端
的
な
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え
て
い
る
。

　金型や部品加工など、製造現場で広く使

用されている放電加工機。切削加工では難

しい複雑形状品を高精度に加工でき、通電

する素材であれば材質や硬さにかかわらず

に加工できるのが特徴だ。自動車や電気製

品などの金型加工をはじめ、微細形状のコ

ネクター金型の加工や複雑な形状をした羽

根状のタービンブレードの加工などにも利

用されており、日本の加工技術を支えてき

た。さらに中国、インドなどのアジア諸国

でも需要が拡大しており、世界のモノづく

りをリードしている。

世界のモノづくりをリードアジア諸国でも需要が拡大

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ９月２２日 木曜日 　　


